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(57)【要約】
【課題】より確実に封水切れを防止することの可能な排
水トラップを提供する。
【解決手段】封水側流出部３０は円筒部２１と一体的に
構成され、流出管３２と連結されている。流出管３２は
、下流側で排水管４０と連結されている。封水側流出部
３０と流出管３２とで流出部が構成される。封水側流出
部３０には、封水貯留部２２よりも上側に排水のための
流出口３０Ａが構成されている。流出管３２は、封水貯
留部２２側が排水管４０側よりも低くなるように、傾斜
θで配置されている。この傾斜により、排水完了後に流
出管３２内に残った排水は、封水貯留部２２側へ戻され
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排水を流入させる流入口の構成された流入部と、
　前記流入口を経て流入した排水を貯留する封水貯留部と、
　前記封水貯留部よりも下流側に配置されると共に、前記封水貯留部に貯留された前記排
水を流出させる流出口が前記封水貯留部よりも上側に構成され、前記流出口から延出され
排水が下流側から上流側へ戻ることが可能なように傾斜した流出路の構成された流出部と
、
　を備えた排水トラップ。
【請求項２】
　前記流出部よりも下流側に、サイフォン排水システムが接続されていること、を特徴と
する請求項１に記載の排水トラップ。
【請求項３】
　前記流出路は、下流側に連結される排水管よりも大径とされていること、を特徴とする
請求項２に記載の排水トラップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室や洗面器等の水周りの排水部分に設けられる排水トラップに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、浴室や洗面器等の水周りの排水部分には、封水を貯留して排水配管からの臭
気などを遮断するための排水トラップが設けられている（特許文献１参照）。この排水ト
ラップの封水を切れ難く（破封し難く）するために、様々な技術が提案されている。トラ
ップの封水切れに関しては、封水深さや、流入側管の断面積と流出側管の断面積の比率の
影響が大きいことが知られており、具体的にはトラップの封水深さを深くしたり、トラッ
プの流入側管の断面積を流出側管の断面積より大きくしたりすることにより、封水を切れ
難くすることがある。
【０００３】
　しかしながら、上記の技術では封水切れ対策としては十分ではなく、強い吸引力により
排水管側から封水に引張力が作用すると、封水切れが生じることも考えられる。そこで、
より確実に封水切れを防止する構成が求められている。
【特許文献１】実開平６－２０５６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記事実に鑑みてなされたものであり、より確実に封水切れを防止すること
の可能な排水トラップを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に記載の排水トラップは、排水を流入させる流入口の構成された流入
部と、前記流入口を経て流入した排水を貯留する封水貯留部と、前記封水貯留部よりも下
流側に配置されると共に、前記封水貯留部に貯留された前記排水を流出させる流出口が前
記封水貯留部よりも上側に構成され、前記流出口から延出され排水が下流側から上流側へ
戻ることが可能なように傾斜した流出路の構成された流出部と、を備えている。
【０００６】
　本発明の排水トラップでは、排水時には、排水が流入口から封水貯留部へ流入し、封水
貯留部を経て流出口から流出する。排水が進むと、通常は、封水貯留部に封水が貯留され
た状態で排水が止まる。しかしながら、流出口側からの引張力が強い場合には、封水貯留
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部の封水が流出口から流出して封水切れとなることも考えられる。
【０００７】
　本発明の排水トラップは、流出部に流出口から延出された流出路を有している。流出路
は、排水が下流側から上流側へ戻ることが可能なように傾斜した構成とされている。した
がって、流出路中の排水には排水管側からの引張力に抗して封水貯留部側へ向かう戻り力
が作用する。これにより、排水管側からの引張力が前記戻り力よりも大きい時には、排水
は流出路から排水管へ流出され、排水管側からの引張力が前記戻り力よりも小さくなった
時には、排水は封水貯留部へ戻される。
【０００８】
　本発明の排水トラップによれば、排水の完了前に排水管側からの引張力が弱まった時点
で排水が停止し、流出路に残った排水が封水貯留部へ戻される。これにより、封水貯留部
へ封水が補充され、封水切れとなることを防止することができる。
【０００９】
　本発明の請求項２に記載の排水トラップは、前記流出部よりも下流側に、サイフォン排
水システムが接続されていること、を特徴とする。
【００１０】
　サイフォン排水システムにおいては、特に、吸引力により封水が流出口から流出する可
能性が高いため、本発明の排水トラップが好適に用いられる。
【００１１】
　本発明の請求項３に記載の排水トラップは、前記流出路が、下流側に連結される排水管
よりも大径とされ、前記排水管が前記流出路の中央位置よりも上方で連結されていること
、を特徴とする。
【００１２】
　上記構成によれば、吸引力の強いサイフォン排水システムにおいて、排水の完了前、排
水管に排水が流入しなくなった時点で流出路に多くの排水を残すことができ、より確実に
封水切れを防止することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、上記構成としたので、より確実に封水切れを防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、本発明の排水トラップの実施形態について、詳細に説明する。本実施形態では、
サイフォン排水システムに適用される排水トラップ１０について説明する。サイフォン排
水システムは、図５に示すように、各階を貫く立て管３と、各階の水周り機器２から導か
れるサイフォン排水管５と、サイフォン排水管５を立て管３と合流させる合流部継手７と
、を備え、サイフォン排水管５を水周り機器の配置された階の床スラブＳよりも下がった
位置で、合流部継手７により立て管３と合流させる排水システムである。サイフォン水頭
Ｈｓのエネルギーにより、スラブＳ上に水平方向に配置されたサイフォン排水管５内の流
体に、排水方向へ向かうサイフォン力を作用させている。サイフォン排水システムを用い
た場合、前述のサイフォン力により、通常の排水システムよりも排水トラップから封水が
吸引されて排水管へ流出する可能性が高いという特徴がある。
【００１５】
　本実施形態の排水トラップ１０は、図１に示されるように、浴槽排水流入部１２、洗い
場排水流入部１４、及び、トラップ本体２０を備えている。
【００１６】
　浴槽排水流入部１２は、浴槽受部材１２Ａ、連結部材１２Ｂ、及び、パッキン１２Ｃで
構成されている。浴槽受部材１２Ａは環状とされ、上部が浴槽側へ開放されている。連結
部材１２Ｂは、略９０℃に屈曲された筒状管とされ、一端側に浴槽受部材１２Ａが嵌め込
まれ、他端側がトラップ本体２０の後述する連結部２３と連結されている。パッキン１２
Ｃは、浴槽受部材１２Ａと連結部材１２Ｂとの間に配置されている。
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【００１７】
　トラップ本体２０は、略有底円筒状とされ、下側に底部を有する封水貯留部２２が構成
され、上側に封水貯留部２２よりも大径の円筒部２１が構成されている。封水貯留部２２
の側面には、封水貯留部２２の内部と連通するように筒状の連結部２３が形成され、連結
部２３は連結部材１２Ｂと連結されている。円筒部２１の上側には円筒部２１の外周より
も径方向内側に雌ねじ部２５が形成されている。円筒部２１の側面には、円筒部２１の内
部と連通するように筒状の封水側流出部３０が形成されている。
【００１８】
　封水側流出部３０は円筒部２１と一体的に構成され、流出管３２と連結されている。流
出管３２は、下流側で排水管４０と連結されている。封水側流出部３０と流出管３２とで
流出部が構成される。封水側流出部３０には、封水貯留部２２よりも上側に排水のための
流出口３０Ａが構成されている。流出管３２は、封水貯留部２２側が排水管４０側よりも
低くなるように、傾斜θで配置されている。この傾斜により、排水完了後に流出管３２内
に残った排水は、封水貯留部２２側へ流れて戻される。
【００１９】
　一方、排水管４０は、下流側が低い位置に配置されるように傾斜されている。
【００２０】
　傾斜θと流出管３２の径及び長さは、想定される排水管４０側からの引張力を考慮して
、封水貯留部２２へ十分な量の排水が戻されるように設定される。
【００２１】
　なお、流出管３２の長さは、例えば、ユニットバス用の排水トラップであれば、一般的
には、ユニットバスの外寸（外周端部）までの長さとなる。但し、流出管３２は、必ずし
もこの長さである必要はなく、この長さよりも短くても長くてもよい。
【００２２】
　洗い場排水流入部１４は、内側筒１５、取付フランジ１６、目皿１８、及び、パッキン
１７で構成されている。内側筒１５は、円筒状の側壁１５Ａと、鍔部１５Ｂとを備えてい
る。側壁１５Ａの外径は、封水貯留部２２の内側に挿入可能な径とされ、封水貯留部２２
の内側へ挿入される。挿入された内側筒１５の先端部と封水貯留部２２の底部との間は離
間されており、排水用の隙間Ｓが構成されている。鍔部１５Ｂは、洗い場側に配置され、
後述する取付フランジ１６に取り付けられる。内側筒１５により、封水貯留部２２の内側
は、径方向に内側と外側に仕切られ、隙間Ｓのみで洗い場側と流出口３０Ａ側とが連通さ
れている。
【００２３】
　取付フランジ１６は、環状とされ、取付部１６Ａ及びフランジ部１６Ｂを備えている。
取付部１６Ａの外側面には雌ねじ部２５と螺合される雄ねじが形成されており、雌ねじ部
２５と螺合されることにより、円筒部２１に取り付けられ、取付部１６Ａはトラップ本体
２０の上部に配置される。円筒部２１と取付フランジ１６との間には、パッキン１７が配
置されている。取付部１６Ａの内壁には、内側筒１５の鍔部１５Ｂと係合される係合部１
６Ｃが形成されている。係合部１６Ｃと鍔部１５Ｂとが係合されて、内側筒１５がトラッ
プ本体２０に取り付けられる。
【００２４】
　取付部１６Ａの内壁の係合部１６Ｃよりも上方には、上下一対のリブ１６Ｄが構成され
ている。リブ１６Ｄの間に円盤状の目皿１８が係合され、目皿１８により洗い場の開口が
覆われる。目皿１８には、ゴミ受け凹部１８Ａが構成されている。
【００２５】
　洗い場からの排水は、目皿１８、内側筒１５を経て、封水貯留部２２へ流入される。封
水貯留部２２から溢れた排水が流出口３０Ａから流出する。封水貯留部２２に貯留される
封水により、内側筒１５の先端と封水貯留部２２の底部との間の隙間Ｓが閉鎖されること
により、流出口３０Ａ側からの臭気などが浴室内へ排出されることが防止される。
【００２６】
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　ここで、隙間Ｓが閉鎖状態となる境界レベルＨよりも高い位置で、誘導サイフォンによ
る損失や封水の蒸発等を考慮して求められる封水の水位を、要封水レベルＹとする。本実
施形態での要封水レベルＹは、内側筒１５の先端の高さよりも若干高い位置である。なお
、要封水レベルＹについては、排水トラップの種類などによって異なるが、日本の規格で
は、５０ｍｍ～１００ｍｍ程度である。排水トラップは、境界レベルＨよりも低い水位の
ときに封水切れとなる。
【００２７】
　次に、本実施形態での、排水について説明する。
【００２８】
　通常、封水Ｆの水位は、図１に示すように、封水貯留部２２の上端部付近となっている
。浴槽側または洗い場、もしくは両方から排水があった場合には、浴槽排水流入部１２、
洗い場排水流入部１４から封水貯留部２２へ排水が流入し、図２（Ａ）に示すように、ト
ラップ本体２０内全体と、連結部材１２Ｂ内は、排水で満たされる。排水は、隙間Ｓを通
って流出口３０Ａから流出管３２へ、流出管３２から排水管４０へと排出される。
【００２９】
　浴槽側、洗い場からの排水が停止すると、図２（Ｂ）に示すように、水位が下がる。一
方、流出口３０Ａからは、排水が続いている。そして、排水管４０側からの引張力よりも
傾斜θによる戻り力が大きくなった時に排水が停止する。このとき、図３（Ｃ）に示すよ
うに、封水貯留部２２から封水Ｆが流出し、封水切れとなる場合もあるが、流出管３２に
は排水が残留しており、この排水は傾斜θにより封水貯留部２２へと戻される。これによ
り、図３（Ｄ）に示すように、封水貯留部２２は、要封水レベルＹよりも高い水位まで封
水Ｆで満たされて再封水される。
【００３０】
　本実施形態によれば、封水貯留部２２から一旦封水が流出した後も、流出管３２に残留
した排水により流出管３２に排水が貯留されるので、この排水の戻りにより封水貯留部２
２を封水することができ、封水切れを防止することができる。
【００３１】
　なお、本実施形態では、流出管３２の径が排水管４０の径よりも大きい例について説明
したが、流出管３２の径は、図４に示すように、排水管４０と同程度であってもよい。但
し、この場合でも、排水完了時に、排水管４０側からの引張力に抗して流出管３２内に排
水が残り、この残留排水により封水貯留部２２を封水可能なように、傾斜θと流出管３２
の長さが設計される。
【００３２】
　また、本実施形態では、サイフォン排水システムに適用される排水トラップの例につい
て説明したが、本発明は、サイフォン排水システム以外の通常の排水システムに適用する
こともできる。通常の排水システムの場合には、流出管３２の径は、図４に示すように、
排水管４０と同程度となる。
【００３３】
　なお、サイフォン排水システムを用いた場合、通常の排水システムよりも排水トラップ
から封水が吸引されて排水管へ流出する可能性が高いため、本実施形態の排水トラップを
好適に使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本実施形態の排水トラップの断面図である。
【図２】本実施形態の排水トラップの排水過程（Ａ）～（Ｂ）を示す図である。
【図３】本実施形態の排水トラップの封水戻り過程（Ｃ）～（Ｄ）を示す図である。
【図４】本実施形態の排水トラップの変形例の断面図である。
【図５】サイフォン排水システムの説明図である。
【符号の説明】
【００３５】
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１０　排水トラップ
１２　浴槽排水流入部
１４　洗い場排水流入部
１５　内側筒
２０　トラップ本体
２２　封水貯留部
３０　封水側流出部
３０Ａ　流出口
３２　流出管
４０　排水管

【図１】 【図２】
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【図５】
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